
模業十年令を受14されている方おi]き 続き午金を受織す
るためには じ年6月 末Hま でに「供業者年金セ祐イFrl況砥J
を必ずlt出しなけ,1はなりません

現況極の用紙は 快業者年令基金から5月 末 す に直接受
祐イヘ郵送されます

提出が連れると年命の支結わtたしにわら11ますのて 促‖t

朗FFまでに世英委質会事務局まで挺川してくたど↓、

〇年ゃ裁定後女力 輪 停止後 1年以内の均合

捉日の対4と なっていないため どと業者年今■令かう規況
馬の3fJ‐がありません

〇経営“譲年金受補者わi初めて現)ど岨を‖す均台

規根居のほかに 幾半委員会事務|↓からにく旺L tj,中の提出
が必要となります

O住 所の74●更う|あった戦合

l■所を変更された方は 別注町1所蛮山‖ 力'と型となり
ます

→お近くの模業協同禍命で千就きをお願いします

O宝 結者が亡くならllている場合

現況冠のlt出は不要となります,1「死亡酌羊の妃ドをさ
れていない嶋合には 1ヽめにfLHを 行ってください

→h近 くの性業ljttrl合で手続きをお根いします

〇 1電祝 高H恕 となくした増台

十備の1祖 (手さき用現,■[)おi峻米秀付会手統hに あけ

ますので 仰連絡くださti

【力岡い台わせ〕挫共委首会事務, な 22-F584

十震業者年金蔓綸者の防 況層Jこついて

41● 年 (|=成 22年 )4Hl日 いわ=市 は業をはなだよ, 葛14煎',(4)
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